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1

プリズメイト
スリムタワーファン 
リモコン付（PR-F085） 

ライフオンプロダクツが展開する、
ライフスタイルブランド「プリズメ
イト」が、デザイン・省スペースに
こだわったスリムタワーファンを発
売。縦型設計のため、リビングや寝
室などのコーナースペースにも置き
やすく、自動首振り機能により左右
75°の広範囲に快適な風を届けてく
れる。風量調節は4段階で、就寝中の
体に負担をかけにくいリズムモード
を搭載。またオフタイマーやモード
をわかりやすいデジタルで表示する
ので、操作のしやすさも魅力。

ライフオンプロダクツ株式会社
0570-080856（10:00～17:00土日祝除く）
https://lifeonproducts.co.jp/

価格：12,100円（税込）　サイズ：230×230×930mm

ブガッティがスマートウォッチをリリース
BUGATTI CERAMIQUE EDITION ONE

「超高級」で知られるフランスの自動車メーカー「ブガッ
ティ」が手掛けたスマートウォッチ。同社が誇るハイパー
カー同様の品質基準で作られ、ディスプレイには圧倒的強
度を誇るAMOLEDサファイアガラス、直径46mmのボディ
とベゼルにはセラミック、ベルトにはチタンを採用。機能
面では水深100Mの耐水性能を誇り、デュアル心拍セン
サー、毎秒10回の追跡を行う高精度なGPSセンサーなど
でより精緻な健康管理を可能としている。盤石のデザイン、
群を抜く機能、そしてステイタス感と、まさに「ブガッティ」
そのものといえる一流の仕上がりだ。

Bugatti Smartwatches Japan　 https://bugatti-smartwatches.jp/

1

2組
4名様

1. 取り替え用ベゼルが付
いたフルセットモデル。
チタンとシリコンのスト
ラップが同梱するので、
ON・OFFでも合わせられ
る。2. バッテリーは最長
14日間持続。専用のスマ
ホアプリと連携し健康管
理をサポート。 3. 最高
峰の精度、芸術性、テク
ノロジーが結集。

1. 檜の香りに包まれながら、相模湾
と伊豆大島を一望できる露天風呂
「檜」。 2. ゆったりくつろげる落ち着
いた和室。 3. 食事はフランス料理と
繊細な日本料理が調和するフレンチ
懐石「相模湾の旅」をレストラン
「フォーシーズン」にて堪能。 32

 0557-23-1213
 静岡県賀茂郡東伊豆町奈良本1130-1
伊豆急行線伊豆熱川駅より送迎バスで約10分
 https://www.kissho-caren.com/

宿泊券利用期限：6月15日（木）～12月22日（金）
※金曜日、日・祝日と休前日、8月1日（火）～26日（土）を除く

東伊豆の静かな海沿いに佇む大人の隠れ
家「吉祥CAREN」。部屋は全室オーシャ
ンビューの和室。晴れた日は海から昇る
朝日や伊豆七島の四島までを望め、移り
ゆく美しい相模湾の絶景を眺めながら心
癒されるひと時を過ごすことができる。
温泉は2本の自家源泉から引く天然温泉
で、絶景露天風呂をはじめ6つの湯処を
備えている。滞在中はドリンクやアフタ
ヌーンティーのサービスも。「CAREN

（可憐）」という響きにふさわしいおもて
なしを心ゆくまで味わってみては。

「吉祥CAREN」
スタンダード1間客室
1泊2食付ペア宿泊券

2

3名様

3

1名様

1 2

3

価格：398,000円（税込）

https://afflu.jp/present-yokohama_shonan/

※締め切りは2023年6月4日（日）
※プレゼント応募は（株）affluentにて承ります。

下記URLまたは左記QRからご応募ください。

Present
読者の皆様に感謝の気持ちを込めて

編集部がセレクトした“とっておき”をプレゼント。

AFF LUENT  2023  MAY
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日光金谷ホテルの魅力
150年の歴史が磨いた

1873年に創業、今年6月で創業150周年を迎える日光金谷ホテル。
「現存する日本最古のクラシックホテル」という肩書きにふさわしい、

華やかな歴史と風格を兼ね備えたホテルだ。
節目の年、その歴史を紐解き、改めてその魅力を探ってみたい。

Photographs_HISHO HAMAGAMI.
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長
期
バ
ケ
ー
シ
ョン
や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
概
念
、

ま
し
て
や
洋
食
と
い
う
慣
習
す
ら
な
か
っ
た
時
代
に
、

外
国
人
向
け
の
宿
泊
所
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
。

そ
の
歴
史
の
端
々
に
、

現
在
ま
で
脈
々
と
流
れ
る「
も
て
な
し
」の
源
流
を
見
る
。

時
代
と
共
に
成
長
し
築
か
れ
た

金
谷
ホ
テ
ル
と
い
う
ス
テ
イ
タ
ス

全
て
は
「
も
て
な
し
」
の
心
か
ら
始
ま
っ
た

偏
見
を
捨
て
、
手
を
差
し
伸
べ
た

若
き
日
本
人
の
も
て
な
し
の
精
神

　
自
然
豊
か
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら

れ
る
栃
木
県
日
光
市
。
二
荒
山
神
社
、
日

光
東
照
宮
な
ど
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

歴
史
遺
構
を
有
す
る
こ
の
地
で
、
1
5
0

年
に
わ
た
り
歴
史
を
刻
み
続
け
る
日
本
最

古
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
が
、
日
光
金
谷

ホ
テ
ル
だ
。
そ
の
歴
史
は
明
治
時
代
に
ま

で
遡
る
。創
業
家
で
あ
る
金
谷
家
は
、元
々

東
照
宮
の
雅
楽
師
と
し
て
「
笙
」
を
奏
で

る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
が
、
9
代
目

当
主 

金
谷
善
一
郎
が
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ

字
の
考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
る
J
・
C
・

へ
ボ
ン
博
士
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
金
谷

ホ
テ
ル
の
歴
史
が
動
き
出
す
。

　
明
治
維
新
の
熱
冷
め
や
ら
ぬ
１
８
７
0

年
、
日
光
へ
の
旅
行
を
考
え
て
い
た
ヘ
ボ

ン
博
士
は
、「
外
国
人
お
断
り
」の
風
潮
に

よ
っ
て
宿
泊
先
探
し
に
苦
戦
を
し
て
い

た
。
そ
れ
を
知
っ
た
当
時
十
八
歳
の
善
一

郎
が
、
そ
の
窮
状
を
見
か
ね
て
自
宅
に
招

く
。
し
か
し
、
外
国
人
に
対
す
る
〝
免
疫
〞

が
ま
だ
無
か
っ
た
当
時
、
そ
の
行
為
は
周

囲
の
人
々
か
ら
の
反
感
を
買
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
。
だ
が
こ
の
善
一
郎
の
行
動
が
運

命
の
出
会
い
と
な
る
。

　
善
一
郎
の
心
尽
く
し
の
「
も
て
な
し
」

に
触
れ
た
ヘ
ボ
ン
博
士
は
、「
こ
れ
か
ら

日
光
に
は
外
国
人
観
光
客
が
大
勢
や
っ
て

く
る
。
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
宿
屋
を
営

ん
で
は
ど
う
か
」
と
、
避
暑
に
訪
れ
る
西

洋
人
の
た
め
に
部
屋
を
貸
す
こ
と
を
勧
め

る
。こ
の
言
葉
に
お
さ
れ
、1
8
7
3
年
、

善
一
郎
は
自
宅
の
一
部
を
「
金
谷
カ
テ
ッ

ジ
・
イ
ン
」
と
し
て
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。
武
家
屋
敷
の
様
式
を
残
し
た
こ
の

宿
は「
サ
ム
ラ
イ
・
ハ
ウ
ス
」と
呼
ば
れ
、

外
国
人
か
ら
の
評
判
を
得
て
い
く
。
イ

ギ
リ
ス
人
紀
行
作
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
も
ヘ
ボ
ン
博
士
の
紹
介
で
こ
の
地
に

滞
在
。
そ
の
時
の
こ
と
を
著
書
「
日
本
奥

地
紀
行
」
で
紹
介
し
た
こ
と
で
、
日
本
を

代
表
す
る
避
暑
地
日
光
の
宿
と
し
て
、
そ

の
名
は
海
外
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。

 「
金
谷
カ
テ
ッ
ジ
・イ
ン
」は
そ
の
後
益
々

盛
況
と
な
り
1
8
8
7
年
に
建
物
を
増

築
。
1
8
8
9
年
に
は
東
照
宮
を
辞
し
、

善
一
郎
は
宿
業
に
専
念
し
始
め
る
。

1
8
9
1
年
に
は
食
堂
を
新
築
し
て
料

理
の
提
供
を
開
始
し
、
本
格
的
な
ホ
テ

ル
の
体
を
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

客
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え

自
前
の
設
備
を
次
々
に
拡
充

　
そ
の
後
も
滞
在
客
は
増
え
続
け
、

1
8
9
3
年
に
建
築
途
中
で
放
置
さ
れ

て
い
た
建
物
を
買
い
取
り
、
現
在
の
地
に

純
洋
式
の
「
金
谷
ホ
テ
ル
」を
開
業
す
る
。

善
一
郎
は
宿
泊
客
が
い
か
に
快
適
に
滞
在

で
き
る
か
を
常
に
考
え
、
自
家
用
水
力
発

電
所
や
外
国
製
洗
濯
機
を
取
り
入
れ
た
洗

濯
場
、
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
給
湯
と
暖
房
設

備
、
そ
し
て
栃
木
県
で
最
初
の
電
話
に
も

加
入
す
る
な
ど
、
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い

く
（
現
在
の
代
表
番
号
の
下
4
桁
が

「
0
0
0
1
」
な
の
は
、
当
時
の
名

残
な
の
だ
そ
う
だ
）。
そ
し
て
、

明
治
末
期
に
は
世
界
各
国
か
ら
多

く
の
貴
賓
客
を
迎
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
く
。

1
9
1
7
年
に
隠
居
し
た
善
一
郎
に

代
わ
り
、
長
男
の
眞
一
が
ホ
テ
ル
を
取
り

仕
切
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
光
の
冬
の
寒

さ
を
利
用
し
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
設
置

や
、
植
物
を
育
て
る
温
室
の
設
置
な
ど
、

よ
り
心
地
よ
く
滞
在
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
た
。
1
9
2
6
年
に
は

外
国
人
客
向
け
の
食
事
に
欠
か
せ
な
か
っ

た
新
鮮
な
ミ
ル
ク
を
常
備
す
る
べ
く
、
直

営
の
畜
産
部
を
設
置
。
ホ
テ
ル
施
設
内
に

牛
舎
と
簡
易
処
理
場
を
据
え
て
、
牛
乳
や

バ
タ
ー
、 

野
菜
類
の
自
給
体
制
も
敷
い

た
。
1
9
3
5
年
に
別
館
を
新
築
、
さ

ら
に
1
9
4
0
年
に
は
、
日
光
観
光
ホ

テ
ル
（
現
中
禅
寺
金
谷
ホ
テ
ル
）
を
竣
工

し
、
こ
れ
を
も
っ
て
現
在
の
金
谷
ホ
テ
ル

の
基
礎
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
。

戦
時
中
の
経
営
苦
、
接
収
を
経
て

新
た
な
時
代
に
歩
み
を
進
め
る

　
明
治
初
期
か
ら
着
実
に
発
展
を
続
け
た

金
谷
ホ
テ
ル
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
の
時
代

に
入
る
と
外
国
人
向
け
と
い
う
こ
と
で
軍

部
か
ら
厳
し
い
監
視
の
目
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
従
業
員
の
軍
へ
の
召
集
、

電
気
兵
器
の
研
究
施
設
や
女
子
挺
身
隊
の

宿
舎
、
学
習
院
初
等
科
の
学
童
疎
開
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
、
終
戦
後
に
は
米
軍
将

校
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
ホ
テ
ル
と
し

て
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
接
収
は
日

光
金
谷
ホ
テ
ル
で
7
年
、
日
光
観
光
ホ
テ

ル
は
12
年
に
も
及
び
、
独
自
の
経
営
が
で

き
な
い
苦
難
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
接
収
が
解
除
さ
れ
高
度
経
済
成

長
期
に
入
る
と
、
1
9
6
4
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
第
二
新
館
を
新
築

し
、
各
国
の
元
首
や
文
化
人
な
ど
の
訪
日

に
対
応
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と

日
本
人
観
光
客
の
利
用
も
増
え
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
料
理
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
変
化

さ
せ
て
い
く
。

　
明
治
か
ら
令
和
ま
で
、
大
き
く
変
化
す

る
時
代
の
中
で
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
が
変
わ

ら
ず
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
。
そ
れ
は

見
ず
知
ら
ず
の
外
国
人
に
手
を
差
し
伸
べ

た
、
創
業
者
金
谷
善
一
郎
の「
も
て
な
し
」

の
精
神
だ
。
1
5
0
年
と
い
う
時
間
に

磨
か
れ
た
そ
の
精
神
は
、
今
も
世
界
中
の

賓
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

チャールズ・リンドバーグ（右）。1931年に夫人（右から3人目）とともに

明治24年から残る宿帳には、アインシュタ
イン、ヘレン・ケラー、ガンジー、湯川秀樹、
吉田茂など、歴史に名を残す偉人たちの署名
が記されている。その一部は本館1階の展示
コーナーで見ることが出来る

3.1940年に外国人受け入れの国策ホテルとして開業した日光観光
ホテル（現中禅寺金谷ホテル）。4.1935年に落成した別館。木造3
階建で24の客室が用意された

1.戦前当時の客室。ユニットバスを備えるなど外国人向けらしい純洋式の設えだった　2.戦後接収
中の本館メインダイニングルーム。兵士の休養用ホテルとして使用された

金谷ホテルの元となった「金谷カテッジ・イン」。現在は歴史館
として公開されている

写真: 金谷ホテル歴史館

3

4

1

2

写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社

日光金谷ホテルの創業者 金谷
善一郎。金谷家の9代目にあた
り、14歳で家督を継いだ
写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社
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泊
先
探
し
に
苦
戦
を
し
て
い

た
。
そ
れ
を
知
っ
た
当
時
十
八
歳
の
善
一

郎
が
、
そ
の
窮
状
を
見
か
ね
て
自
宅
に
招

く
。
し
か
し
、
外
国
人
に
対
す
る
〝
免
疫
〞

が
ま
だ
無
か
っ
た
当
時
、
そ
の
行
為
は
周

囲
の
人
々
か
ら
の
反
感
を
買
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
。
だ
が
こ
の
善
一
郎
の
行
動
が
運

命
の
出
会
い
と
な
る
。

　
善
一
郎
の
心
尽
く
し
の
「
も
て
な
し
」

に
触
れ
た
ヘ
ボ
ン
博
士
は
、「
こ
れ
か
ら

日
光
に
は
外
国
人
観
光
客
が
大
勢
や
っ
て

く
る
。
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
宿
屋
を
営

ん
で
は
ど
う
か
」
と
、
避
暑
に
訪
れ
る
西

洋
人
の
た
め
に
部
屋
を
貸
す
こ
と
を
勧
め

る
。こ
の
言
葉
に
お
さ
れ
、1
8
7
3
年
、

善
一
郎
は
自
宅
の
一
部
を
「
金
谷
カ
テ
ッ

ジ
・
イ
ン
」
と
し
て
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。
武
家
屋
敷
の
様
式
を
残
し
た
こ
の

宿
は「
サ
ム
ラ
イ
・
ハ
ウ
ス
」と
呼
ば
れ
、

外
国
人
か
ら
の
評
判
を
得
て
い
く
。
イ

ギ
リ
ス
人
紀
行
作
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
も
ヘ
ボ
ン
博
士
の
紹
介
で
こ
の
地
に

滞
在
。
そ
の
時
の
こ
と
を
著
書
「
日
本
奥

地
紀
行
」
で
紹
介
し
た
こ
と
で
、
日
本
を

代
表
す
る
避
暑
地
日
光
の
宿
と
し
て
、
そ

の
名
は
海
外
に
も
知
れ
渡
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。

 「
金
谷
カ
テ
ッ
ジ
・イ
ン
」は
そ
の
後
益
々

盛
況
と
な
り
1
8
8
7
年
に
建
物
を
増

築
。
1
8
8
9
年
に
は
東
照
宮
を
辞
し
、

善
一
郎
は
宿
業
に
専
念
し
始
め
る
。

1
8
9
1
年
に
は
食
堂
を
新
築
し
て
料

理
の
提
供
を
開
始
し
、
本
格
的
な
ホ
テ

ル
の
体
を
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

客
の
利
便
性
を
第
一
に
考
え

自
前
の
設
備
を
次
々
に
拡
充

　
そ
の
後
も
滞
在
客
は
増
え
続
け
、

1
8
9
3
年
に
建
築
途
中
で
放
置
さ
れ

て
い
た
建
物
を
買
い
取
り
、
現
在
の
地
に

純
洋
式
の
「
金
谷
ホ
テ
ル
」を
開
業
す
る
。

善
一
郎
は
宿
泊
客
が
い
か
に
快
適
に
滞
在

で
き
る
か
を
常
に
考
え
、
自
家
用
水
力
発

電
所
や
外
国
製
洗
濯
機
を
取
り
入
れ
た
洗

濯
場
、
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
給
湯
と
暖
房
設

備
、
そ
し
て
栃
木
県
で
最
初
の
電
話
に
も

加
入
す
る
な
ど
、
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い

く
（
現
在
の
代
表
番
号
の
下
4
桁
が

「
0
0
0
1
」
な
の
は
、
当
時
の
名

残
な
の
だ
そ
う
だ
）。
そ
し
て
、

明
治
末
期
に
は
世
界
各
国
か
ら
多

く
の
貴
賓
客
を
迎
え
る
ま
で
に

な
っ
て
い
く
。

1
9
1
7
年
に
隠
居
し
た
善
一
郎
に

代
わ
り
、
長
男
の
眞
一
が
ホ
テ
ル
を
取
り

仕
切
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
光
の
冬
の
寒

さ
を
利
用
し
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
設
置

や
、
植
物
を
育
て
る
温
室
の
設
置
な
ど
、

よ
り
心
地
よ
く
滞
在
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
た
。
1
9
2
6
年
に
は

外
国
人
客
向
け
の
食
事
に
欠
か
せ
な
か
っ

た
新
鮮
な
ミ
ル
ク
を
常
備
す
る
べ
く
、
直

営
の
畜
産
部
を
設
置
。
ホ
テ
ル
施
設
内
に

牛
舎
と
簡
易
処
理
場
を
据
え
て
、
牛
乳
や

バ
タ
ー
、 

野
菜
類
の
自
給
体
制
も
敷
い

た
。
1
9
3
5
年
に
別
館
を
新
築
、
さ

ら
に
1
9
4
0
年
に
は
、
日
光
観
光
ホ

テ
ル
（
現
中
禅
寺
金
谷
ホ
テ
ル
）
を
竣
工

し
、
こ
れ
を
も
っ
て
現
在
の
金
谷
ホ
テ
ル

の
基
礎
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
。

戦
時
中
の
経
営
苦
、
接
収
を
経
て

新
た
な
時
代
に
歩
み
を
進
め
る

　
明
治
初
期
か
ら
着
実
に
発
展
を
続
け
た

金
谷
ホ
テ
ル
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
の
時
代

に
入
る
と
外
国
人
向
け
と
い
う
こ
と
で
軍

部
か
ら
厳
し
い
監
視
の
目
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
従
業
員
の
軍
へ
の
召
集
、

電
気
兵
器
の
研
究
施
設
や
女
子
挺
身
隊
の

宿
舎
、
学
習
院
初
等
科
の
学
童
疎
開
場
所

と
し
て
利
用
さ
れ
、
終
戦
後
に
は
米
軍
将

校
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
ホ
テ
ル
と
し

て
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
接
収
は
日

光
金
谷
ホ
テ
ル
で
7
年
、
日
光
観
光
ホ
テ

ル
は
12
年
に
も
及
び
、
独
自
の
経
営
が
で

き
な
い
苦
難
の
時
代
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
接
収
が
解
除
さ
れ
高
度
経
済
成

長
期
に
入
る
と
、
1
9
6
4
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
第
二
新
館
を
新
築

し
、
各
国
の
元
首
や
文
化
人
な
ど
の
訪
日

に
対
応
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と

日
本
人
観
光
客
の
利
用
も
増
え
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
料
理
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
変
化

さ
せ
て
い
く
。

　
明
治
か
ら
令
和
ま
で
、
大
き
く
変
化
す

る
時
代
の
中
で
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
が
変
わ

ら
ず
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
。
そ
れ
は

見
ず
知
ら
ず
の
外
国
人
に
手
を
差
し
伸
べ

た
、
創
業
者
金
谷
善
一
郎
の「
も
て
な
し
」

の
精
神
だ
。
1
5
0
年
と
い
う
時
間
に

磨
か
れ
た
そ
の
精
神
は
、
今
も
世
界
中
の

賓
客
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

チャールズ・リンドバーグ（右）。1931年に夫人（右から3人目）とともに

明治24年から残る宿帳には、アインシュタ
イン、ヘレン・ケラー、ガンジー、湯川秀樹、
吉田茂など、歴史に名を残す偉人たちの署名
が記されている。その一部は本館1階の展示
コーナーで見ることが出来る

3.1940年に外国人受け入れの国策ホテルとして開業した日光観光
ホテル（現中禅寺金谷ホテル）。4.1935年に落成した別館。木造3
階建で24の客室が用意された

1.戦前当時の客室。ユニットバスを備えるなど外国人向けらしい純洋式の設えだった　2.戦後接収
中の本館メインダイニングルーム。兵士の休養用ホテルとして使用された

金谷ホテルの元となった「金谷カテッジ・イン」。現在は歴史館
として公開されている

写真: 金谷ホテル歴史館

3

4

1

2

写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社

日光金谷ホテルの創業者 金谷
善一郎。金谷家の9代目にあた
り、14歳で家督を継いだ
写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社

写真：金谷ホテル株式会社
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金
谷
ホ
テ
ル
が
み
せ
る

無
二
の
魅
力

1
5
0
年
の
時
間
が
紡
い
だ
最
上
の
も
て
な
し

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
、令
和
。

5
つ
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
。

こ
れ
ま
で
の
1
5
0
年
の
歩
み
を
未
来
に
繋
げ
る
た
め
、

「
変
革
」さ
え
も
内
包
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
が
受
け
継
い
で
い
く
も
の
、

そ
し
て
変
え
て
い
く
も
の
と
は
。

日光金谷ホテル
栃木県日光市上鉢石町1300
0288-54-0001
https://www.kanayahotel.co.jp/nkh/

ラマダルネッサンス東京銀座東武ホテ
ルを皮切りにコートヤードマリオット
東京銀座販売促進部支配人、渋谷東武
ホテル宿泊支配人、Sky Restaurant634
支配人、東武ホテルレバント東京副総
支配人を務め、現職就任前は東武鉄道
ホテル事業戦略部へ出向しACホテル・
バイ・マリオット東京銀座の開業に携
わり、2021年1月より現職。

金谷ホテル　取締役総支配人

Masanori Okuma奥間 政宣

緩
や
か
な
時
間
が
流
れ
る

白
亜
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

　「日
光
の
表
玄
関
」
と
言
わ
れ
る
朱
塗

り
が
美
し
い
神
橋
。
そ
の
す
ぐ
横
の
坂
を

上
が
る
と
、
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
本
館
が

見
え
て
く
る
。
本
館
正
面
の
重
厚
な
回
転

扉
を
押
し
進
む
と
、
ま
る
で
時
間
を
遡
っ

た
か
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
る
。
ち
ょ
っ

と
し
た
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
感
だ
。
数
え
き

1.「をす」の旧仮名遣いが歴史を感じさせる回転扉　2.中庭を望むロビーのライティ
ングデスク　3.外国人向けにつくられたため、高さのあるフロントカウンター

1.大正3年のメニューを現代風に再構築した150周年を祝う記念ディナー　2.伝統のフレンチが供
されるメインダイニング　3.常時200種類以上のウイスキーを揃えるバー「デイサイト」  

1.かつてのメインダイニング、小食堂の美しい天井画　2.客
室フロアを結ぶ螺旋階段の天窓

れ
な
い
ほ
ど
の
賓
客
を
出
迎
え
た
で
あ
ろ

う
背
の
高
い
フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
、
そ

の
奥
に
振
り
子
時
計
が
印
象
的
な
ロ

ビ
ー
、
客
室
へ
と
続
く
廊
下
。
そ
の
ど
れ

も
が
穏
や
か
な
静
け
さ
を
た
ず
さ
え
、
長

い
時
間
を
経
た
も
の
だ
け
が
持
つ
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　館
内
を
歩
く
と
、「
想
像
の
象
」「
三
猿
」

「
眠
り
猫
」
な
ど
、
日
光
東
照
宮
と
の
縁

を
感
じ
さ
せ
る
彫
刻
が
目
に
留
ま
る
。
他

に
も
玄
関
回
転
扉
上
の
「
三
つ
爪
の
龍
」、

小
食
堂
の
天
井
に
描
か
れ
た
花
鳥
風
月
、

柱
頭
の
牡
丹
の
装
飾
な
ど
、
美
術
館
さ
な

が
ら
の
装
飾
、
調
度
品
が
並
ぶ
。

　数
多
く
の
ホ
テ
ル
事
業
に
携
わ
り
、
ホ

テ
ル
運
営
を
知
り
尽
く
し
た
奥
間
政
宣
総

支
配
人
は
、
こ
こ
に
は
他
の
ホ
テ
ル
に
は

真
似
の
で
き
な
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ

る
と
話
す
。

 

「
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
は
唯
一
無
二
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
『
積
み
重
ね
た
歴
史
の
重
み
』
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
1
5
0
年
の

歴
史
を
記
憶
し
た
建
物
や
調
度
品
、
時
間

を
か
け
て
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
、

そ
の
ど
れ
も
が
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
魅
力

そ
の
も
の
な
ん
で
す
」

　こ
れ
ほ
ど
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
に
つ

い
て
、
さ
ぞ
厳
粛
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か

と
思
い
き
や
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
な
い
と
奥
間
総
支
配

人
は
い
う
。

 「
1
5
0
年
と
い
う
時
間
を
重
ね
た
ホ
テ

ル
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
そ
れ
に
恥
じ

な
い
行
動
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
。
お

客
様
に
は
自
分
の
一
番
大
切
な
人
だ
と

思
っ
て
接
す
る
こ
と
。
従
業
員
に
伝
え
て

い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
す
」

　確
か
に
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
自
然
な
笑

顔
と
適
度
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ
ス

が
緊
張
感
を
強
い
ず
好
印
象
で
、
と
て
も

心
地
が
良
い
。
こ
の
距
離
感
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
生
ま
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。
創
業
者

金
谷
善
一
郎
の
「
も
て
な
し
」
の
精
神
を

理
解
し
実
践
し
た
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
が

1
5
0
年
と
い
う
時
間
に
培
わ
れ
た
日

光
金
谷
ホ
テ
ル
の
特
別
感
な
の
だ
ろ
う
。

歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の

「
継
承
」
と
「
改
革
」

　日
光
金
谷
ホ
テ
ル
は
今
、「
継
承
と
改

革
こ
そ
進（
新
）化
」を
経
営
理
念
に
掲
げ
、

館
内
の
一
部
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

導
入
し
た
り
、
放
送
作
家
の
小
山
薫
堂
氏

を
顧
問
に
迎
え
て
過
去
の
レ
シ
ピ
か
ら
メ

ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た
「
百
年
ラ
イ
ス
カ

レ
ー
」
を
提
供
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
試
み
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
。

 

「
我
々
は
い
つ
の
日
か
、
日
光
金
谷
ホ
テ

ル
を
世
界
最
古
の
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ
る
存

在
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
残
す
べ
き
も
の
は
継
承
し
、
変

え
る
べ
き
こ
と
に
は
変
化
を
恐
れ
ず
着
手

す
る
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
時
代
と
共
に
変
化
し

ま
す
。
歴
史
に
胡
坐
を
か
い
て
い
て
は
ホ

テ
ル
を
維
持
出
来
ま
せ
ん
。
常
に
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
環
境
と
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
抜
き
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
な
ら

で
は
の
変
革
を
行
う
。「
継
承
と
改
革
」

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
に
科
せ
ら
れ
た
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
時
に
難
し
い
判
断

も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
金
谷
ホ

テ
ル
だ
か
ら
こ
そ
と
思
い
、
皆
楽
し
ん
で

い
ま
す
」

　周
囲
の
批
判
を
顧
み
ず
、
外
国
人
に
一

宿
一
飯
を
供
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

1
5
0
年
の
物
語
。
時
代
に
合
わ
せ
た

変
化
を
受
け
容
れ
な
が
ら
も
、
創
業
以
来

の
「
も
て
な
し
」
の
心
を
受
け
継
ぎ
未
来

に
歩
を
進
め
る
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
。
こ
れ

か
ら
も
唯
一
無
二
の
ホ
テ
ル
と
し
て
、
多

く
の
旅
人
を
魅
了
し
続
け
て
い
く
に
違
い

な
い
。クラシカルな雰囲気漂うデラックスルーム
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金
谷
ホ
テ
ル
が
み
せ
る

無
二
の
魅
力

1
5
0
年
の
時
間
が
紡
い
だ
最
上
の
も
て
な
し

明
治
、大
正
、昭
和
、平
成
、令
和
。

5
つ
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
。

こ
れ
ま
で
の
1
5
0
年
の
歩
み
を
未
来
に
繋
げ
る
た
め
、

「
変
革
」さ
え
も
内
包
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

日
光
金
谷
ホ
テ
ル
が
受
け
継
い
で
い
く
も
の
、

そ
し
て
変
え
て
い
く
も
の
と
は
。

日光金谷ホテル
栃木県日光市上鉢石町1300
0288-54-0001
https://www.kanayahotel.co.jp/nkh/

ラマダルネッサンス東京銀座東武ホテ
ルを皮切りにコートヤードマリオット
東京銀座販売促進部支配人、渋谷東武
ホテル宿泊支配人、Sky Restaurant634
支配人、東武ホテルレバント東京副総
支配人を務め、現職就任前は東武鉄道
ホテル事業戦略部へ出向しACホテル・
バイ・マリオット東京銀座の開業に携
わり、2021年1月より現職。

金谷ホテル　取締役総支配人

Masanori Okuma奥間 政宣

緩
や
か
な
時
間
が
流
れ
る

白
亜
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

　「日
光
の
表
玄
関
」
と
言
わ
れ
る
朱
塗

り
が
美
し
い
神
橋
。
そ
の
す
ぐ
横
の
坂
を

上
が
る
と
、
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
本
館
が

見
え
て
く
る
。
本
館
正
面
の
重
厚
な
回
転

扉
を
押
し
進
む
と
、
ま
る
で
時
間
を
遡
っ

た
か
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
る
。
ち
ょ
っ

と
し
た
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
感
だ
。
数
え
き

1.「をす」の旧仮名遣いが歴史を感じさせる回転扉　2.中庭を望むロビーのライティ
ングデスク　3.外国人向けにつくられたため、高さのあるフロントカウンター

1.大正3年のメニューを現代風に再構築した150周年を祝う記念ディナー　2.伝統のフレンチが供
されるメインダイニング　3.常時200種類以上のウイスキーを揃えるバー「デイサイト」  

1.かつてのメインダイニング、小食堂の美しい天井画　2.客
室フロアを結ぶ螺旋階段の天窓

れ
な
い
ほ
ど
の
賓
客
を
出
迎
え
た
で
あ
ろ

う
背
の
高
い
フ
ロ
ン
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
、
そ

の
奥
に
振
り
子
時
計
が
印
象
的
な
ロ

ビ
ー
、
客
室
へ
と
続
く
廊
下
。
そ
の
ど
れ

も
が
穏
や
か
な
静
け
さ
を
た
ず
さ
え
、
長

い
時
間
を
経
た
も
の
だ
け
が
持
つ
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　館
内
を
歩
く
と
、「
想
像
の
象
」「
三
猿
」

「
眠
り
猫
」
な
ど
、
日
光
東
照
宮
と
の
縁

を
感
じ
さ
せ
る
彫
刻
が
目
に
留
ま
る
。
他

に
も
玄
関
回
転
扉
上
の
「
三
つ
爪
の
龍
」、

小
食
堂
の
天
井
に
描
か
れ
た
花
鳥
風
月
、

柱
頭
の
牡
丹
の
装
飾
な
ど
、
美
術
館
さ
な

が
ら
の
装
飾
、
調
度
品
が
並
ぶ
。

　数
多
く
の
ホ
テ
ル
事
業
に
携
わ
り
、
ホ

テ
ル
運
営
を
知
り
尽
く
し
た
奥
間
政
宣
総

支
配
人
は
、
こ
こ
に
は
他
の
ホ
テ
ル
に
は

真
似
の
で
き
な
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ

る
と
話
す
。

 

「
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
は
唯
一
無
二
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
『
積
み
重
ね
た
歴
史
の
重
み
』
そ

の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
1
5
0
年
の

歴
史
を
記
憶
し
た
建
物
や
調
度
品
、
時
間

を
か
け
て
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
、

そ
の
ど
れ
も
が
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
の
魅
力

そ
の
も
の
な
ん
で
す
」

　こ
れ
ほ
ど
の
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
に
つ

い
て
、
さ
ぞ
厳
粛
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か

と
思
い
き
や
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
な
い
と
奥
間
総
支
配

人
は
い
う
。

 「
1
5
0
年
と
い
う
時
間
を
重
ね
た
ホ
テ

ル
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
そ
れ
に
恥
じ

な
い
行
動
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
。
お

客
様
に
は
自
分
の
一
番
大
切
な
人
だ
と

思
っ
て
接
す
る
こ
と
。
従
業
員
に
伝
え
て

い
る
の
は
そ
れ
だ
け
で
す
」

　確
か
に
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
自
然
な
笑

顔
と
適
度
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ
ス

が
緊
張
感
を
強
い
ず
好
印
象
で
、
と
て
も

心
地
が
良
い
。
こ
の
距
離
感
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
生
ま
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。
創
業
者

金
谷
善
一
郎
の
「
も
て
な
し
」
の
精
神
を

理
解
し
実
践
し
た
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
が

1
5
0
年
と
い
う
時
間
に
培
わ
れ
た
日

光
金
谷
ホ
テ
ル
の
特
別
感
な
の
だ
ろ
う
。

歴
史
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の

「
継
承
」
と
「
改
革
」

　日
光
金
谷
ホ
テ
ル
は
今
、「
継
承
と
改

革
こ
そ
進（
新
）化
」を
経
営
理
念
に
掲
げ
、

館
内
の
一
部
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

導
入
し
た
り
、
放
送
作
家
の
小
山
薫
堂
氏

を
顧
問
に
迎
え
て
過
去
の
レ
シ
ピ
か
ら
メ

ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た
「
百
年
ラ
イ
ス
カ

レ
ー
」
を
提
供
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
試
み
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
。

 
「
我
々
は
い
つ
の
日
か
、
日
光
金
谷
ホ
テ

ル
を
世
界
最
古
の
ホ
テ
ル
と
言
わ
れ
る
存

在
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
残
す
べ
き
も
の
は
継
承
し
、
変

え
る
べ
き
こ
と
に
は
変
化
を
恐
れ
ず
着
手

す
る
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
時
代
と
共
に
変
化
し

ま
す
。
歴
史
に
胡
坐
を
か
い
て
い
て
は
ホ

テ
ル
を
維
持
出
来
ま
せ
ん
。
常
に
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
環
境
と
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
抜
き
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
な
ら

で
は
の
変
革
を
行
う
。「
継
承
と
改
革
」

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
に
科
せ
ら
れ
た
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
時
に
難
し
い
判
断

も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
金
谷
ホ

テ
ル
だ
か
ら
こ
そ
と
思
い
、
皆
楽
し
ん
で

い
ま
す
」

　周
囲
の
批
判
を
顧
み
ず
、
外
国
人
に
一

宿
一
飯
を
供
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

1
5
0
年
の
物
語
。
時
代
に
合
わ
せ
た

変
化
を
受
け
容
れ
な
が
ら
も
、
創
業
以
来

の
「
も
て
な
し
」
の
心
を
受
け
継
ぎ
未
来

に
歩
を
進
め
る
日
光
金
谷
ホ
テ
ル
。
こ
れ

か
ら
も
唯
一
無
二
の
ホ
テ
ル
と
し
て
、
多

く
の
旅
人
を
魅
了
し
続
け
て
い
く
に
違
い

な
い
。クラシカルな雰囲気漂うデラックスルーム
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Photographs_MASAMI OHIRA

美味しい日本酒と料理を通じて
日本の豊かな食文化を発信

根津 日本酒 多田
ねづ にほんしゅ ただ／根津

入谷のバスク料理店「sardexka」の深田さんからバトンを受け継いだのは
根津の日本料理店「根津 日本酒 多田」の多田修平さん。

全国から集めたこだわりの日本酒と季節感あふれる料理を提供する。

半熟に炊いた子持ち槍烏賊に、季
節の山菜を合わせた一品。山菜は
日替わりで、写真は「うるい」と「う
こぎ」の素揚げを使用している。
山椒と木の芽がアクセント。

子持ち槍烏賊と山菜

美食のバトンを受け継いで

東京グルメバトン

tokyo

Gourmet  Baton
79

深田 裕さん

お酒とお料理が美味
しいことはもちろ
ん、日本の酒文化・
食文化への真摯な向
き合い方を本当に尊
敬しています。 多田修平さん

東京都出身。専門学校卒業後、
ザ ・ペニンシュラ ホテル 東京
に勤務する傍ら、酒蔵巡りをラ
イフワークとする。東北大震災
をきっかけに日本酒の振興を後
押ししたいという思いで日本
酒専門店などでの修行を開始。
2015年10月に「根津 日本酒 多
田」をオープン。

profile

山廃仕込を得意とする滋賀の上原酒造が醸
す「不老泉」。芳醇な口当たりでさまざまな
料理とも相性抜群。多田さんも「食中酒とし
て最適」と太鼓判を押す。

カウンター5席のほか、4人席テーブル2つを備える店内。

本
酒
の
消
費
量
が
年
々
減
少

す
る
状
況
下
で
、
よ
り
多
く

の
人
に
日
本
酒
の
良
さ
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
を
体
現
す
る
店
が

あ
る
。
下
町
風
情
を
残
す
東
京
・
根

津
の
「
根
津 

日
本
酒 

多
田
」
だ
。

　店
主
の
多
田
修
平
さ
ん
は
元
ホ
テ

ル
マ
ン
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
、

バ
ー
テ
ン
を
目
指
す
た
め
に
ホ
テ
ル

に
就
職
し
た
ほ
ど
の
お
酒
好
き
。
そ

れ
が
高
じ
て
日
本
酒
の
奥
深
さ
に
魅

了
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

 

「
日
本
酒
を
好
き
に
な
る
う
ち
に
、

原
料
と
な
る
お
米
や
水
に
つ
い
て
何

も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
も
っ
と
知
識
を
得
た
い
と

思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
蔵
に
足
を
運
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

　酒
蔵
巡
り
を
続
け
る
う
ち
に
、
同

年
代
の
酒
蔵
の
後
継
者
達
と
も
縁
が

で
き
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
で

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
懇
意
に

し
て
い
る
福
島
の
酒
蔵
が
苦
戦
す
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
こ
れ

を
機
に
よ
り
積
極
的
に
日
本
酒
の
復

興
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

日

ま
り
、
ホ
テ
ル
の
仕
事
の
傍
ら
、
休

み
の
日
に
は
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
日
本
酒
専
門
店
で
の
修
行
を
積

ね
、
2
0
1
5
年
に
「
根
津 

日
本

酒 

多
田
」
を
開
店
し
た
。

　多
田
さ
ん
が
揃
え
る
の
は
、
自
ら

全
国
の
酒
蔵
を
巡
り
集
め
た
日
本
酒

ば
か
り
。
仕
入
後
は
独
自
の
温
度
管

理
を
行
い
、
旨
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
し
た
状
態
で
客
に
提
供
す
る
。
店

頭
に
並
ぶ
だ
け
で
も
50
種
類
、
時
期

を
見
て
寝
か
せ
〝
育
て
て
〞
い
る
日

本
酒
と
合
わ
せ
れ
ば
、
1
0
0
種

類
を
超
え
る
。
訪
れ
た
客
に
は
「
食

と
お
酒
を
通
じ
て
日
本
の
豊
か
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
」と
語
る
多
田
さ
ん
。

合
わ
せ
る
料
理
は
、
で
き
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
か
つ
季
節
感
に
こ
だ
わ
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

 

「
日
本
酒
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
せ
ず
に
ど
ん
ど

ん
聞
い
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
口
に

合
わ
な
か
っ
た
ら
そ
れ
も
伝
え
て
頂

き
た
い
で
す
。
口
に
含
む
量
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
り
、
ご
提
供
す
る
温
度

を
変
え
た
り
、
好
み
に
合
う
銘
柄
を

ご
紹
介
す
る
な
ど
、
お
客
様
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
日
本
酒
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
で
す
」

多田さんと奥様が少しずつ集めた、こだわりのお猪口。

東京グルメバトンは、AFFLUENT公式サイトで好評連載中

根津 日本酒 多田
 東京都文京区根津2-15-12
　木村ビル 1F

 03-5809-0134
18:00～23:00
※日中12時以降2名から貸切可

不定休
コース11,000円ほか（税込・サ別）

島豆腐を使用した白
和えの衣に、ナッツ
や木の実を合わせた
「苺の白和え」。香り
付けの橘のオイルが
ふわりと広がる。
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料
と
な
る
お
米
や
水
に
つ
い
て
何

も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
も
っ
と
知
識
を
得
た
い
と

思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
蔵
に
足
を
運
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

　酒
蔵
巡
り
を
続
け
る
う
ち
に
、
同

年
代
の
酒
蔵
の
後
継
者
達
と
も
縁
が

で
き
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
で

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
懇
意
に

し
て
い
る
福
島
の
酒
蔵
が
苦
戦
す
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
こ
れ

を
機
に
よ
り
積
極
的
に
日
本
酒
の
復

興
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強

日

ま
り
、
ホ
テ
ル
の
仕
事
の
傍
ら
、
休

み
の
日
に
は
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
日
本
酒
専
門
店
で
の
修
行
を
積

ね
、
2
0
1
5
年
に
「
根
津 

日
本

酒 

多
田
」
を
開
店
し
た
。

　多
田
さ
ん
が
揃
え
る
の
は
、
自
ら

全
国
の
酒
蔵
を
巡
り
集
め
た
日
本
酒

ば
か
り
。
仕
入
後
は
独
自
の
温
度
管

理
を
行
い
、
旨
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
し
た
状
態
で
客
に
提
供
す
る
。
店

頭
に
並
ぶ
だ
け
で
も
50
種
類
、
時
期

を
見
て
寝
か
せ
〝
育
て
て
〞
い
る
日

本
酒
と
合
わ
せ
れ
ば
、
1
0
0
種

類
を
超
え
る
。
訪
れ
た
客
に
は
「
食

と
お
酒
を
通
じ
て
日
本
の
豊
か
さ
を

感
じ
て
ほ
し
い
」と
語
る
多
田
さ
ん
。

合
わ
せ
る
料
理
は
、
で
き
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
か
つ
季
節
感
に
こ
だ
わ
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

 

「
日
本
酒
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
せ
ず
に
ど
ん
ど

ん
聞
い
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
口
に

合
わ
な
か
っ
た
ら
そ
れ
も
伝
え
て
頂

き
た
い
で
す
。
口
に
含
む
量
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
り
、
ご
提
供
す
る
温
度

を
変
え
た
り
、
好
み
に
合
う
銘
柄
を

ご
紹
介
す
る
な
ど
、
お
客
様
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
日
本
酒
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
で
す
」

多田さんと奥様が少しずつ集めた、こだわりのお猪口。

東京グルメバトンは、AFFLUENT公式サイトで好評連載中

根津 日本酒 多田
 東京都文京区根津2-15-12
　木村ビル 1F

 03-5809-0134
18:00～23:00
※日中12時以降2名から貸切可

不定休
コース11,000円ほか（税込・サ別）

島豆腐を使用した白
和えの衣に、ナッツ
や木の実を合わせた
「苺の白和え」。香り
付けの橘のオイルが
ふわりと広がる。
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「さんふらわあ」で行く、おとなの船旅 

※発着時刻および運航船は、天候・その他やむを得ない理由により変更となる場合がございます。※夕方便と深夜便では船内設備が異なります。

【夕方便】さんふらわあ さっぽろ・ふらの

19:45発 翌日13:30着

所用時間 17時間45分 所用時間 19時間15分

18:45発 翌日14:00着

大洗港発 苫小牧着 苫小牧発 大洗港着

【深夜便】さんふらわあ しれとこ・だいせつ

01:45発 当日19:45着

所用時間 18時間00分 所用時間 18時間00分

01:30発 当日19:30着

大洗港発 苫小牧着 苫小牧発 大洗港着

2023年6月1日（木）～7月20日（木）出港便まで
■ キャンペーン期間

全船
■ 対象船

旅客運賃（一部対象除外がございます）・
乗用車運賃

■ 対象運賃
船客予約センター

商船三井フェリー

（平日9:00～17:00、土曜日9:00～12:00）

大洗／029-267-4133、苫小牧／0144-34-3121
0120-489850

ご予約は、お電話または
インターネットにて承ります。

詳細はお問い合わせください。

北海道

さんふらわあ

初夏割 ％割引15 旅客運賃

％割引5 乗用車運賃

※運賃・運航スケジュールについては、HPまたはお電話でご確認ください

※但し7月14日（金）～16日（日）を除く

船旅の時間は約18時間。
洋上では誰にも邪魔されない時間が、ゆったりと過ぎていきます。

快適な客室やレストランで過ごす、
ご夫婦やご家族だけの優雅な時間は、船旅ならでは。

爽やかで清 し々い初夏の北海道は、
美しい大自然や豊富なグルメ、温泉などを楽しむのにぴったりの季節。

バイクやマイカーで巡るのもおすすめです。
初夏の北海道を満喫しませんか？
きっと忘れられない、おとなの船旅に。

サウナ

展望浴場

レストラン

2023年4月より夕食バイキングメ
ニューがリニューアル！ 多彩なライ
ンナップの料理を取り揃え、船毎に
異なるメニューが楽しめます。

お食事

ドッグラン
※無料。予約不要（さんふら
わあ さっぽろ・ふらの のみ）

客室

※写真はプレミアム（洋室）

専用バルコニー






